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【研修の概要】

・ 大規模集中型、垂直統合・地域独占型の電力供給システムに代わる、民主的で地方分権的なボトムアップ型エネルギー

供給システムの構築を推進するため、国内およびドイツで調査を行う

・ ドイツ調査：エネルギー/電力市場自由化が先行するドイツで、脱原発への政策転換を踏まえたメインストリームの

電力事業者、および再生可能エネルギーを主軸とした非営利事業体（協同組合型＝民主的、自治体・地域公社＝地

方分権的）による電力事業の現状と課題、日本におけるシステム構築の可能性を調査する。

・ 日本調査：ボトムアップ型電力事業のヒントを探るため、10 電力体制以前の電力事業に着目し、地域主導で 800 を

超える電燈会社が設立された電化の過程や、住民出資の電気利用組合、また、現在の先進事例を調査する。

・ 日独のボトムアップ型エネルギー供給システムの具体例を紹介することで、現状の硬直的な電力供給システムの改

革は可能、という機運を盛り上げ、エネルギー自治に向けた議論の活発化、具体化、市民参加に結びつける。

【研修の経過】

2012年 5月、7月：生活協同組合関係者と意見交換、共同研究会

6 月～3 月：市民団体、協同組合等の学習会にて、発表、意見交換（千葉、鳥取、京都、米子、東京など）

9 月：ドイツで「“100％再生可能エネルギー地域”」全国会議に参加

10 月：公開研究会にてドイツのエネルギー協同組合の現状と事例を発表（都内）

11 月：えねみら・カフェ「エネルギーを選べば未来が変わる」にて、鳥取県環境立県推進課担当者と参加者と意見交換

：バイオエネルギー村のひとつシュレーベン村（テュービンゲン州）訪問、調査

12 月：ハンブルク市における電力システムの現状と課題を調査

12～2 月：ベルリン市における電力システムの現状と課題を調査

1 月：連邦州レベルのエネルギー政策、エネルギー事務所等でヒヤリング

2 月：シェーナウ電力を訪問し、ボトムアップ型エネルギーシステムの推進をめぐる最新状況をヒヤリング

3 月：「ドイツにおけるエネルギー・デモクラシーの現状と課題」発表、今後の展望課題を意見交換（都内）

【今後の展望など】

・ 2012 年度の研修成果を元に「エネルギー自治」の実現に向けた日本とドイツの現状と課題をひきつづき調査する。

・ 脱原発と気候変動対策の両立を掲げ、国を挙げて“エネルギー改革”を進めるドイツで、同時に、全土で起きている、市民の

参加と地域主導による“エネルギー革命”を支えるメカニズムとその背景、課題、ネットワーク型組織とその役割を調査する。

・ 国内でボトムアップ型の電力事業を推進する上で、改正すべき制度の要点を整理し、具体的な政策提案に結びつける。

・ 電力システム改革を国や電力会社にお任せにせず、広い市民の間で議論が進むよう、具体的なモデルや制度上の課

題などを整理し、わかりやすく発信していく。
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